










研究目的 

 脳性まひおよびその近縁障害を除いた,運動中枢に器質的変化をもたない単純な運動発

達遅滞児の運動発達経過を明らかにし,その発達促進に有効な,かつ親の手により自宅で実

施可能な機能訓練法を見出すのが,本研究の目的である。 


